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引を見ると，パリという単語は 15 回にわたり登場するが，ベルリンは 8 回，ウイーンは 6 回に






































社会が 10 ～ 11 世紀に形成されたことは，教科書にも明記されている18．これはヴァイキング
（ノルマン人）等の異民族の侵入の結果，従来の秩序が崩壊し，自分の権利は自力で守るという
自力救済社会に転換していくためである．パリ市にもヴァイキングが押し寄せ，メロヴィング朝



































れたことはよく知られているが，パリではその具体的な数も判明する（14 ～ 16 世紀の教区数は
右岸 13，シテ島 12，左岸 7 であり，1571 年時点での街区数は右岸 13，シテ島 1，左岸 2 である．

































































































（人口は 19 世紀の間に 55 万弱から 270 万人強に増加したが，この間に 1860 年の市町村合併を挟






































　第二次世界大戦後のパリ（人口は 1946 年時点で 272 万 5000 人だが，1955 年以降減少傾向に



















































名から君主制や教会を抹消する街路名の革命化115を開始する．革命はパリの 26 の広場のうち 16
を，30 の河岸通りのうち 9 を，12 の橋のうち 5 を，それに交差点 2 つとブールヴァール（大通







パリの 49 の地名が革命前の名称に戻された（1815 年．王族名が復活し，皇帝一族の名は消され
た）が，13 の戦場名と 18 の将官名は残され，街路名の百科事典的な折衷主義が進行した．その
後も政体の変更ごとに前政権の痕跡が消されるものの，折衷主義的な傾向は変わらず，むしろ















































設定させ，探求する活動の充実」（A，B）が重視される（4 ～ 5 頁）．また，具体的なテーマとして，
自然環境とのかかわり（A，B）や，衣食住・家族・余暇などの「日常生活にみる世界の歴史」（B）

































会的統合』山川出版社，2007 年，125 ～ 144 頁）を参照．
６　パリ史を講義する際に，饗庭孝男編『パリ　歴史の風景』（山川出版社，1997 年，文学者中心），イ
ヴァン・コンボー（小林茂訳）『パリの歴史　新版』（白水社文庫クセジュ，2002 年，原著 2001 年）
のような，パリ市史を扱った専門書をテキストとして使うことも良いが，価格や学生の教養，入手の
容易さを考える際，柴田三千雄『フランス史 10 講』（岩波新書，2006 年）を用いる方が，大きな流れ
が分かってよいのではないかと思われる．その他，木村尚三郎『パリ　世界の都市の物語』（文春文
庫，1992 年，1998 年文庫化），アンドレ・ヴァルノ（北澤真木訳）『パリ風俗史』（講談社学術文庫，
1999 年，原著 1930 年），鹿島茂『文学的パリガイド』（中公文庫，2009 年），P. クールティヨン（金
柿宏典訳注）「パリ　　誕生から現代まで　　」[I] ～ [XXXIII]（『福岡大学人文論叢』第 30 巻第 2 号
（1998 年 9 月，1257 ～ 1284 頁）～第 42 巻第 4 号（2011 年 3 月，1217 ～ 1267 頁））等も参照．むろ
ん，柴田三千雄・樺山紘一・福井憲彦編『世界歴史体系　フランス史』1 ～ 3 巻（山川出版社，1995




制を論じやすい．ヴェルサイユ宮殿（『世界美術大全集　西洋編第 17 巻　バロック 2』小学館，1995














９　前掲『詳説世界史（世界史 B）』（山川出版社，2016 年），43，51 頁．





11　前掲饗庭孝男編『パリ　歴史の風景』，18 ～ 21 頁．
12　南川高志『ユリアヌス　逸脱のローマ皇帝』（山川出版社世界史リブレット人 008，2015 年），G.W. バ




作・山中知子訳）『黄金伝説』第 4 巻（人文書院，1987 年）「一四七　聖ディオニュシオス」（79 ～ 95
頁）では，聖ディオニュシオス・アレオパギタと混同された形での聖ドニの記述が見える．その後の
展開については，渡邊昌美『フランスの聖者たち　　古寺巡礼の手帖』（八坂書房，2008 年増補版），
9 ～ 67 頁も参照．なお，ベルショーズ「サン・ドニ祭壇画」（1416 年）がルーヴル美術館に所蔵され







16　ルネ・ミュソ＝グラール（加納修訳）『クローヴィス』（白水社文庫クセジュ，2000 年，原著 1997 年）
等を参照．





彰一・早川良弥編著『西欧中世史 [ 上 ] 継承と創造』（ミネルヴァ書房，1995 年），江川温・服部良久
編著『西欧中世史 [ 中 ] 成長と飽和』（ミネルヴァ書房，1995 年），朝治啓三・江川温・服部良久編著
『西欧中世史 [ 下 ] 危機と再編』（ミネルヴァ書房，1995 年）を参照した．
18　前掲『詳説世界史（世界史 B）』，129 ～ 131 頁．
19　もっとも，カペー朝の初期の王も，パリよりもロワール河に沿うオルレアンをむしろ好んだ（柴田三
千雄『フランス史 10 講』，39 頁）．前近代の西欧では巡幸王権が一般的であり，首都が決まっていな
いことが多い．
20　前掲『詳説世界史（世界史 B）』，129 ～ 130 頁．
21　前掲『詳説世界史（世界史 B）』，131 頁．




ランド王ヘンリ 3 世がフランス王フィリップ 2 世と結んだパリ条約（1259 年）はアンジュー帝国の崩
壊を示すが，その冒頭におけるイングランド王の肩書の列挙は，マグナ・カルタ冒頭のそれと共に，
封建社会の地方分権的性格をよく示すものである（ヨーロッパ中世史研究会編『西洋中世史料集』東
大出版会，2000 年，111 ～ 113 頁．マグナ・カルタの抜粋は 107 ～ 109 頁にある）．なお，アンジュー
帝国形成の発端となったノルマン・コンクェスト（1066 年）を描いたものとして，バイユーのタペス
トリー（1077 年頃）が有名であるが（歴史学研究会編『世界史史料 5　ヨーロッパ世界の成立と膨張




23　前掲『西洋中世史料集』，61 ～ 63 頁に抜粋があるこの史料は，「古典荘園制」に関する代表的な史料
として，すでに早くから注目されてきた．たとえば，56 ～ 59 頁でアイリーン・バウアーや森本芳樹
の研究を引用しつつ，伊藤栄は『ヨーロッパの荘園制』近藤出版社，1972 年，54 頁に同修道院の所
領構成の一覧表を掲載している．歴史学研究会編『世界史史料 5　ヨーロッパ世界の成立と膨張　17
世紀まで』（岩波書店，2007 年）にも同修道院の所領明細帳（810 ～ 820 年頃）の抄訳（渡辺節夫訳，






に大別されるが，前者は国王支配圏，後者は豪族支配圏に対応すると彼は推定する（224 ～ 256 頁）．
それゆえ，王権の強力な庇護下で維持された同修道院の古典荘園制は，9 世紀以降のノルマン人の侵
攻を契機とする王権の衰退と，俗人修道院長による横領（修道士留保部分は維持された）によって
徐々に浸食され，11 世紀には城主支配により解体されることになる（257 ～ 276 頁）．また，近年ジェ
ンダー史の観点からこの史料を再評価する動きもある（丹下栄「所領明細帳と「ジェンダー」」堀越
宏一・甚野尚志編著『15 のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ史』（ミネルヴァ書房，2013 年），162 頁）．









（『シリーズ世界史への問い 7　権威と権力』，岩波書店，1990 年，129 ～ 158 頁）等を参照．
26　ミシェル・ダンセル（蔵持不三也編訳）『図説パリ歴史物語＋パリ歴史小事典』上巻（原書房，1991









が，巻末に道路管理に関する王令（1348 年，1539 年 11 月，250 ～ 265 頁），パリの市街地および城外
地区に裁判権，封地および貢租地（サンシーヴ）を持つ領主一覧の一部（1650 年時点，265 ～ 267 頁）
が掲載されている．
28　『ベリー公のいとも豪華なる時祷書』の挿絵には，ルーヴル宮殿やヴァンセンヌの森など，パリの風
景を描いたものもある（前掲『世界美術大全集　第 10 巻　ゴシック 2』，406 ～ 407，239 ～ 241 頁．
前掲佐々木真『図説フランスの歴史』44 ～ 45 頁）．
29　以下，推定人口は前掲イヴァン・コンボー『パリの歴史　新版』に拠った．
30　フィリップ・オーギュストの城壁の一部は，セーヌ右岸（北側）のリセ・シャルルマーニュの壁とし
て現存している．当時のパリの人口は，2 万 5000 人から 5 万人と推定される．この時点では卵型で
あった城壁も，シャルル 5 世の時期には商業地区として発展した右岸の部分のみが拡張されることに
なる．ベルナール・グネ（佐藤彰一・畑奈保美訳）『オルレアン大公暗殺』（岩波書店，2010 年，原著
1992 年），155 ～ 176 頁におけるパリ描写や，シモーヌ・ルー（杉崎泰一郎監修，吉田春美訳）『中世
パリの生活史』（原書房，2004 年，原著 2003 年），田中峰雄「中世後期のパリ左岸地区」（中村賢二郎
編『歴史のなかの都市　　続　都市の社会史　　』，ミネルヴァ書房，1986 年，142 ～ 168 頁．166 ～
168 頁にパリとパリ大学の人口に関する考察がある）におけるパリの都市化過程の叙述も参照．ユゴー
の小説（辻昶・松下和則訳）『ノートル＝ダム・ド・パリ』（岩波文庫，2016 年，原著 1831 ～ 32 年）
上巻 234 ～ 280 頁にも，1482 年のパリに関する詳しい記述がある．1500 年頃のパリの推定人口は 20
万人ほどと見られる．











32　パリの街区・教区数については高澤紀恵『近世パリに生きる』（注 62），16 ～ 23 頁を参照．




スト教会建築の歴史』河出書房新社，2012 年，49 ～ 50 頁）．
34　パリ奉行エティエンヌ・ボワローが編纂した 101 の同業組合規約集（1268 年頃）のいくつかを丹念に
翻訳した，高橋清徳氏の一連の論考（「中世パリの大工職」『千葉大学法経研究』第 12 号，1982 年 9
月，93 ～ 108 頁；「中世パリにおける絹関係諸職業」（1）同第 15 号，1984 年 1 月，111 ～ 139 頁，（2）
同第 16 号，1984 年 7 月，25 ～ 52 頁；「中世パリの毛織物業」，同第 17 号，1985 年 1 月，145 ～ 211
頁；「中世パリの麻物業」同第 18 号，1985 年 7 月，105 ～ 133 頁；「中世パリにおける石工職」同第
19 号，1986 年 1 月，135 ～ 162 頁；「中世パリの漁師と魚屋」『専修大学法学研究所所報』35 号，
2007 年 11 月，19 ～ 45 頁；「中世パリにおける同業組合の制度的構造」『社会経済史学』第 53 巻第 3
号，1987 年 8 月）や，根岸国孝「中世巴里ぎるど章程鑑」『一橋大学研究年報　商学研究』1（1953





ト（見崎恵子訳）『中世のパン』（白水社 u ブックス，2004 年，原著 1987 年）も参照．なお，ツンフ
トと密接な関係にあったパリの兄弟会については，高橋清徳「中世におけるパリのコンフレリ」『千
葉大学法経研究』第 10 号，1981 年，53 ～ 78 頁を参照．池上俊一・坂野正則「第二章　フランス」
（池上俊一・河原温編『ヨーロッパ中近世の兄弟会』東京大学出版会，2014 年，71 ～ 140 頁）や江川
温「都市宗教劇の時代」（前掲中村賢二郎編『歴史のなかの都市　　続　都市の社会史　　』，238 ～
260 頁）でも，パリの兄弟会がいくつか扱われている．また，無為徒食の輩についてのジャン二世の
勅令（1351 年）については，歴史学研究会編『世界史史料 5　ヨーロッパ世界の成立と膨張　17 世紀
まで』，173 ～ 175 頁を参照（高橋清徳訳）．当時労働時間は付近の教会の鐘で規制されていたが，14
世紀初めにはシテ島に時計塔ができている（角山栄『時計の社会史』中公新書，1984 年，9 ～ 10 頁）．
　　　当時の職業の様子については，ポール・ロレンツ監修，F. クライン＝ルブール著（北澤真木訳）
『[ 新装版 ] パリ職業づくし　　中世から近代までの庶民生活誌』（論創社，1998 年，原著 1968 年）や
河原温・堀越宏一『図説　中世ヨーロッパの暮らし』（河出書房新社，2015 年）等に多くの画像が掲
載されている．ヨーロッパの姓と職業名の関連について講義すると，比較的学生受けが良い．
35　前掲『西洋中世史料集』東大出版会，233 ～ 234 頁．この教皇グレゴリウス 9 世勅書『諸学の母』
（1231 年）により，パリ大学は司教や王の監督から実質的に離れるものの，カトリックの牙城となる．
ジャック・ルゴフ（柏木英彦・三上朝造訳）『中世の知識人』（岩波新書，1977 年，原著 1957 年）や
岩熊幸男「十二世紀パリの教師たち　　リケンチア・ドケンディとマギステル　　」（前掲中村賢二
郎編『歴史のなかの都市　　続　都市の社会史　　』，310 ～ 337 頁）も参照．
36　前掲『西洋中世史料集』東大出版会，220 ～ 222 頁．畠中尚志訳『アベラールとエロイーズ』（岩波文
庫，1939 年，1964 年改版）に 2 人の書簡集が訳出されている．12 世紀ルネサンスが，十字軍時代の
イスラーム圏との交流の中で生じていることは，諸地域の交流の観点（前掲『詳説世界史（世界史
B）』（山川出版社，2016 年）170 ～ 171 頁）からも重要である．古代の学芸の復興という意味でのル
ネサンスが，西洋において何度も生じていることにも注意したい（14 世紀以降のルネサンスは，反教
権主義・人文主義の点で特異であるが）．
37　聖トマス・アクィナス『神学大全』の第 90 問題～第 97 問題，とりわけ第 91 問題には 4 種類の法と





（池上俊一『動物裁判』講談社現代新書，1990 年，205 ～ 206 頁）．この動物裁判は，パリ市内よりは
パリ周辺で主に生じているようだが，パリ高等裁判所が関わっている事例もいくらか見られる．また
池上も触れている通り（73 ～ 75 頁），ユゴーの小説（辻昶・松下和則訳）『ノートル＝ダム・ド・パ
リ』（岩波文庫，2016 年，原著 1831 ～ 32 年）には，ジプシー（シンティ・ロマ）の踊り子エスメラ
ルダとその山羊ジャリが，魔法を使った容疑で，パリのトゥールネル裁判所で動物裁判にかけられる





































川出版社，2003 年．『西洋史学』219 号，2005 年，52 ～ 66 頁に合評会の記録あり）等を参照．同概
念が静態的な構造論であるという認識から，近年その動態化のための概念として，礫岩国家概念（た
とえば佐々木真・古谷大輔「近世史研究の現在と「礫岩のような国家」への眼差し」『西洋史学』257







研究』第 931 号，2015 年 5 月，20 ～ 28 頁）は重要である．


























書，2005 年）．高山一彦編訳『ジャンヌ・ダルク処刑裁判』（現代思潮社，1971 年，270 ～ 283 頁）に，









と膨張　17 世紀まで』，322 ～ 324 頁，高澤紀恵訳）．
44　ボッカチオの文学作品（野上素一訳編）『デカメロン物語』（社会思想社現代教養文庫，1969 年，原著




～ 1959 年）も訳しており，同じ話が（一）の初日第二話（103 ～ 110 頁）に見える．
45　鈴木信太郎訳『ヴィヨン全詩集』（岩波文庫，1965 年，原著は 1456 ～ 1463 年頃）．ヴィヨンはパリ生
まれの「ならず者」の詩人である．
46　ノストラダムス（ミシェル・ド・ノトルダム）については，渡辺一夫『フランス・ルネサンスの人々』
（岩波文庫，1992 年），120 ～ 140 頁を参照．彼は改宗ユダヤ人で，星占いや医術を行い，宗派対立と
は距離をおいた．フランス心理小説の先駆と言われる，ラファイエット夫人（マリ・マドレーヌ）『ク
レーヴの奥方』（1678 年）（生島遼一訳『クレーヴの奥方　他二篇』岩波文庫，1937 年，1976 年改版）





48　森井眞『ジャン・カルヴァン　ある運命』（教文館，2005 年），31 ～ 60 頁．クリストフ・シェトロー
81
一都市の事例を通じて西洋史通史を講義する試みについて
ム（菊池純子訳）『カルヴァン　　亡命者と生きた改革者』（教文館，2016 年，原著 2009 年）29 ～
51，58 ～ 133 頁．ただし，カルヴァンのパリ時代については，アリスター・E・マクグラス（芳賀力
訳）『ジャン・カルヴァンの生涯　上　　西洋文化はいかにして作られたか』（キリスト新聞社，2009















ス会の歴史』原書房，2004 年，原著初版 1972 年，第二版 1986 年，12 ～ 23 頁）．
50　第一回改革派教会会議は 1559 年 5 月末にパリで開かれ，30 教会の代表が出席した（木﨑喜代治『信
仰の運命　フランス・プロテスタントの歴史』岩波書店，1997 年，31 頁）．その際に，フランス信條
（ガリア信仰告白）が採択されている（『信条集』新教出版社，1957 年，1994 年復刊，前篇 313 ～
329，366 ～ 367 頁）．教会会議の結果，長老会議（Consistoire）―地方調整会議（Colloque）―地方
宗務会議（Synode provincial，18 世紀末に約 80）―全国宗務会議（Synode national）という 4 段階
の教会会議組織が成立した（前掲木﨑喜代治『信仰の運命』，19 ～ 20 頁）．パリにはプロテスタント
がルイ 13 世期に人口 30 万人中 2 ～ 3 万人（7 ～ 10％），大革命直前に人口 50 万人中 1 万人（2％）
存在したが，大革命まで市内での礼拝は正式に許可されず，南東郊外シャラントン教会に 1685 年ま
で通っていた（同上書 15 頁）．なお，カルヴァンとフランスのユグノーとの関係については，前掲森
井眞『ジャン・カルヴァン　ある運命』247 ～ 283 頁等を参照．





1985 年，原著 1960 年）．この事件に関するスペイン国王フェリペ二世からフランス王太后カトリー
ヌ・ド・メディシス宛ての書簡（1572 年 9 月 17 日）が，歴史学研究会編『世界史史料 5　ヨーロッ
パ世界の成立と膨張　17 世紀まで』，290 ～ 291 頁に掲載されている（宮﨑和夫訳）．エルネスト・ル
ナンは，国民とは「日々の人民投票である」という定義で知られる，ナショナリズムについて論じた
有名な 1882 年の講演において，歴史学が国民の一体性を危うくする事例として，この事件を引き合
いに出した（エルネスト・ルナン（鵜飼哲訳）「国民とは何か」（1887 年，もとは 1882 年のソルボン
ヌ講演），E. ルナン，J.G. フィヒテ，J. ロマン，E. バリバール，鵜飼哲，大西雅一郎，細見和之，上
野成利『国民とは何か』（インスクリプト・河出書房新社，1997 年），41 ～ 64 頁，とりわけ 48 頁）．
アレクサンドル・デュマ・ペールも小説（榊原晃三訳）『王妃マルゴ』（上下巻，河出文庫，1994 年，












原著初版 1962 年，改訂新版 1966 年）も参照．
53　ポリティーク派は宗派対立から距離をとり，王権の下での秩序形成を志向した人々である（前掲ジョ





ランスにおける寛容に関する諸概念について」（上）（中）（下）（『聖学院大学論叢』第 17 巻第 3 号，











概念（1576 年）については，歴史学研究会編『世界史史料 5　ヨーロッパ世界の成立と膨張　17 世紀








＝マリー・ベルセ（阿河雄二郎・嶋中博章・滝澤聡子訳）『真実のルイ 14 世』（昭和堂，2008 年）は，
ダルタニャン物語を読んだ上で読むと，史実と小説の差異がよく分かる．とりわけ「鉄仮面」伝説に
ついては詳しい記述がある．ハリー・トンプソン（月村澄枝訳）『鉄・仮・面　　歴史に封印された
男』（JICC 出版局，1989 年，原著 1987 年）も参照．
56　鈴木力衛訳『ダルタニャン物語』（講談社文庫，1968 ～ 69 年）では，1 ～ 2 巻で『三銃士』（1844 年）
が，3 ～ 5 巻で『二十年後』（1845 年）が，6 ～ 11 巻で『ブラジュロンヌ子爵』（1848 ～ 50 年）が扱
















を舞台とした彼の小説（山内義雄訳）『モンテ・クリスト伯』（全七巻，岩波文庫，1956 ～ 57 年，原
著 1844 ～ 45 年）にも言え，近年彼の「原作」をもとに数種類の漫画が出ており，森山絵凪『モンテ・
クリスト伯爵』（白泉社，2015 年）のような優れたコミカライズもあるが，全く SF 的な設定になっ
ているものもある（たとえば，熊谷カズヒロ『モンテ・クリスト』集英社，2013 年～）．
58　三宅理一『パリのグランド・デザイン』（中公新書，2010 年）参照．前掲佐々木真『図説　フランス
の歴史』（河出書房新社，2011 年，2016 年増補新版），79 頁ではこの時期の都市整備を「ルイ 14 世の
パリ都市改造」とする．もっとも，パリの宮殿はヴェルサイユへの宮廷の移転に伴って主を失い，中
には勝手に市民が住みついて荒れたものもある．ルーヴル宮殿界隈が 19 世紀初頭には下層民の住み
着く暗い区域であったことは，バルザック（佐藤朔訳）「従妹ベット」（原著 1846 ～ 48 年，バルザッ
ク（佐藤朔・高山鉄男訳）『カラー版世界文学全集第 42 巻　従妹ベット　金色の眼の娘他』河出書房





主賛美に最も露骨に表れる（同編『世界古典文学全集 47　モリエール』筑摩書房，1965 年，93 ～
133 頁，特に 132 ～ 133 頁）．ただし 1680 年頃から徐々に王権の文化的統制は批判されていく（前掲
林田伸一「最盛期の絶対王政」233 頁）．なお，絶対王政期に設置されたオペラ座は，その後十数回に
わたり移転を繰り返すために，時期によって場所が変わることに注意されたい（前掲ダンセル『図説
パリ歴史物語＋パリ歴史小事典』，上巻 91 ～ 102 頁）．一番有名なものが第三共和政期に完成したオ
ペラ・ガルニエで，ガストン・ルルーの小説（長島良三訳）『オペラ座の怪人』（角川文庫，2000 年，







ブラン織り工場を訪ねたルイ 14 世」（1663 ～ 75 年）が掲載されている．前掲佐々木真『図説　フラ
ンスの歴史』81 頁にも同図が掲載されている．コルベールの産業政策（1670 年）については，歴史







郎編『歴史のなかの都市　　続　都市の社会史　　』，119 ～ 139 頁）は，パリの穀物供給の問題を通
じて絶対王政の限界を見通す．
62　高澤紀恵『近世パリに生きる』（岩波書店，2008 年）や喜安朗『パリ　都市統治の近代』（岩波新書，
2009 年）を参照．前者の 188 ～ 189 頁には，1666 年の武器携行規定一覧が掲載されている．なお，
ジャンセニスムの弾圧（1709 ～ 10 年）については，歴史学研究会編『世界史史料 5　ヨーロッパ世
界の成立と膨張　17 世紀まで』，331 ～ 333 頁（高澤紀恵訳）をも参照．
63　貴族館のサロンは貴婦人が中心となる点で，男性市民中心のカフェと好対照をなす．モリエールはし
ばしば喜劇で，成り上がり貴族（鈴木力衛訳『町人貴族』岩波文庫，1955 年，初演 1670 年）や寝取
られ夫と共に，サロンの才女を風刺している（鈴木力衛訳「才女気取り」（1659 年），前掲同編『世界




～ 48 頁，1782 年，文芸批評の記述在り），「カフェのボーイ」（48 ～ 53 頁，1788 年），「ラ・クール
ティーユ界隈」（53 ～ 57 頁，1782 年，人気居酒屋の記述），「いかがわしい酒場」（64 ～ 70 頁，1783
年）などの記述がある．また，同時期のレチフ・ド・ラ・ブルトンヌの小説（植田祐次編訳）『パリ
の夜』（岩波文庫，1988 年，原著 1788，90，94 年）の「第一九九夜　カフェ」（71 ～ 74 頁）はカフェ
の客層を，「第二三一夜　続カフェ（政論家たち）」（75 ～ 77 頁）はアメリカ革命に関するカフェでの
政論を，「第二三三夜　続カフェ（密偵たち）」（78 ～ 81 頁）はパレ＝ロワイヤルのカフェに潜む密偵
について語っている．なお，当時の世論とその取り締まりの一端については，松本礼子「18 世紀後半
パリのポリスの特質　　「悪しき言説」をめぐる取り組みを手掛かりに　　」『西洋史学』253 号，
2014 年，1 ～ 19 頁も参照．













コー（田村俶訳）『監獄の誕生　　監視と処罰』（新潮社，1977 年，原著 1975 年）はその意味で重要
であるが，そうした近代的権力に対して，現在では外面的データ処理によるコントロール型（環境管
理型）権力がとってかわりつつあるというジル・ドゥルーズの指摘も考慮したい（石田英敬『現代思











ついては，ジャック・ゴデショ（赤井彰編訳）『バスティーユ占領』（白水社，1986 年，原著 1965 年），
35 ～ 39，153 ～ 155 頁を参照．





























版局，1987 年，原著 1973 年）も参照．
　　　革命広場（コンコルド広場）でのルイ 16 世処刑以後，革命は恐怖政治の時代を迎えるが，この時
期のパリについては，オリヴィエ・ブラン（小宮正弘訳）『一五〇通の最後の手紙　　フランス革命
の断頭台から　　』（朝日選書，1989 年，原著 1984 年）やセレスタン・ギタール（レイモン・オベー









阪上孝『近代的統治の誕生　　人口・世論・家族』（岩波書店，1999 年），191 ～ 242 頁も参照）．鉄
仮面伝説はそれをよく表している．その後，ルイ 16 世時代の改革により待遇が改善され，バスティー
ユ襲撃の時点で投獄されていたのは銀行手形偽造犯 4 人と精神病者 2 人，放蕩貴族 1 名（ソラージュ
伯）のみであったが（前掲ジャック・ゴデショ『バスティーユ占領』66 ～ 74 頁），その一週間前まで
そこにいたのがサド侯爵アルフォンスであった．彼は長い年月を獄中で過ごしたために性的妄想を肥
大化させ，SM 文学を創始した（澁澤龍彦訳「美徳の不運」『筑摩世界文学大系 23　サド　レチフ』
筑摩書房，1977 年，13 ～ 99 頁をとりあえず私は見た）が，「運命の女」の系譜をうみ出したアベ・
プレヴォの小説（河盛好蔵訳）『マノン・レスコー』（岩波文庫，1929 年，改版 1957 年，原著初版
1731 年，改訂 1753 年）と共に，政治的・宗教的な既成道徳に挑戦した啓蒙時代の文脈の中で彼の文
学を評価する必要もある．当時，地下出版においては，ポルノは「哲学書」の括りの中に入れられて
いた（ロバート・ダーントン（関根素子・二宮宏之訳）『革命前夜の地下出版』岩波書店，1994 年，
原著 1982 年，257 頁以下）．リン・ハント（西川長夫・平野千果子・天野千恵子訳）『フランス革命と
家族ロマンス』平凡社，1999 年，原著 1992 年，229 ～ 275 頁も参照．
73　ジャン・チュラール（杉本淑彦訳）「遺骸の帰還」（1986 年．ピエール・ノラ編（谷川稔監訳）『記憶
の場』第 3 巻「模索」岩波書店，2003 年，原著 1984，1986，1992 年，101 ～ 136 頁所収）．マルタン・
ナドも父と共に遺骸の帰還を見物に行き，父は満足して帰郷する（マルタン・ナド（喜安朗訳）『あ















いることに注意が必要であろう（前掲の柴田三千雄『パリのフランス革命』53 ～ 58 頁や同『フラン





49 ～ 53 頁）を挙げておく．他方，竹中幸史「フランス革命の衝撃」（前掲杉本淑彦・竹中幸史編著
『教養のフランス近現代史』，25 ～ 39 頁）はブルジョワ革命論には否定的なようだが（37 頁），「フラ
ンスはイギリスに遅れたというよりも，革命の激動を機に植民地に依存しない独自の工業化・貿易構
造を選択したといえるだろう」（38 頁）とまとめているし，谷川稔「フランス革命の意味　　「神話」












大学出版会，1994 年）「第 II 章　二つの国家像の対抗　　ルソー＝一般意志モデルとトクヴィル＝多
元主義モデル」（33 ～ 97 頁）である．これは 1689 年以降の「四つの’89 年」を比較検討し，ルソー＝
一般意志モデルとトクヴィル＝多元主義モデルという二類型を立てて，その限界も意識しながら（63
～ 65 頁）ソ連型社会主義体制崩壊後の日本を考えようとした論考である．これを受けて，遅塚忠躬
「ジャコバン主義」『シリーズ世界史への問い　第 10 巻　国家と革命』（岩波書店，1991 年，83 ～ 110
頁）も，「イタリアやドイツや日本が，全体主義的デモクラシーならぬデモクラシーなき全体主義へ
の道を歩んだのはなぜか」（108 頁）を問う必要を訴える．注 70 も参照のこと．なお，この二類型を
考える上で，田中拓道「公と民の対抗から協調へ　　一九世紀フランスの福祉史」（高田実・中野智
世編著『近代ヨーロッパの探究 15　福祉』ミネルヴァ書房，2012 年，115 ～ 151 頁）も示唆に富む．
77　チャールズ・ディケンズ（中野好夫訳）「二都物語」（中野好夫・皆河宗一訳『カラー版世界文学全集
























一郎訳）『レ・ミゼラブル』（『カラー版世界文学全集第 43・44 巻　ユゴー　レ・ミゼラブル 1・2』，
河出書房新社，1970 年，原著 1862 年）は，1832 年のパリでの学生の暴動をクライマックスに設定し，
王党派貴族のサロンで育ったがそれと縁を切ったマリユス（ユゴー自身が投影されている）の目を通
して，ル・カフェ・ミュザンと居酒屋コラントを拠点とした学生たちの結社「ABC の友」の姿を描





ている（ヴィクトル・ユーゴー原作，新井隆広漫画『LES MISERABLES』1 ～ 8 巻，小学館，2013
～ 2016 年）．なお，ユゴー原作のバラエティアートワークス『まんがで読破　レ・ミゼラブル』（イー
スト・プレス，2009 年）は，パリのユゴー記念館にも置かれている．





北稔『大都会の誕生』有斐閣選書，1986 年，69 ～ 237 頁）や『夢と反乱のフォブール』（山川出版社，
1994 年），喜安朗訳『フランス二月革命の日々　　トクヴィル回想録』（岩波文庫，1988 年，原著
1893 年）と併せて読まれるべきである．
　　　このような大物ぞろいの 19 世紀フランス文学史の中でも，とりわけ注目すべきは，19 世紀前半の
フランス社会全体を人物再登場の手法を用いて描きつくそうとしたバルザックの人間喜劇（鹿島茂・
山田登世子・大矢タカヤス責任編集『バルザック「人間喜劇」セレクション』シリーズ（藤原書店），





































御茶の水書房，1995 年，233 ～ 235 頁）．したがって，バルザック（平岡篤頼訳）『ゴリオ爺さん』（新
潮文庫，1972 年，原著 1835 年）でも，エミール・ゾラ（古賀照一訳）『居酒屋』（新潮文庫，1970 年，
原著 1877 年＝ルーゴン・マッカール叢書第 7 巻）でも，主人公たちは没落するごとに上階へ転居し
ている．しかし，パリ大改造後には，貧困層は徐々に郊外へと転居していくようになり，モンマルト
ルには貧しい芸術家が集まるようになる．松葉一清『集合住宅　　二〇世紀のユートピア』（ちくま
新書，2016 年），157 ～ 183 頁も参照．高木勇夫『＜からだ＞の文明誌　　フランス身体史講義』（叢
文社，2003 年），124 ～ 129 頁は，生活への配慮という 20 世紀都市計画の視点から，オスマン化を否
定的に見ている．
　　　なお，当時のパリについては，喜安朗編『ドーミエ諷刺画の世界』（岩波文庫，2002 年），喜多崎親
編『パリ I　　19 世紀の首都（西洋近代の都市と芸術 2）』（竹林舎，2014 年），高階秀爾監修『NHK
オルセー美術館 3　都市「パリ」の自画像』（日本放送出版協会，1990 年），デヴィッド・ハーヴェイ





するのかもしれないと彼女に説明する（上巻，240 ～ 241 頁）．蒸気機関車に関しても，ゾラは小説
（河内清・倉智恒夫訳）「獣人」（田辺貞之助・河内清・倉智恒夫訳『筑摩世界文学大系 46　ゾラ』（筑
摩書房，1974 年，253 ～ 457 頁），原著 1890 年＝ルーゴン・マッカール叢書第 17 巻）において，ジェ
ルヴェーズの息子ジャック・ランチエを主人公として描いている．前掲木下賢一『第二帝政とパリ民
衆の世界』，64 ～ 71 頁も参照．なお，労働の規律化に抵抗した労働者の聖月曜日の慣習については，
歴史学研究会編『世界史史料 6　ヨーロッパ近代社会の形成から帝国主義へ　18・19 世紀』，159 ～
160 頁（工藤光一訳）を参照．
85　ヴァルター・ベンヤミン（今村仁司・三島憲一ほか訳）『パサージュ論』（岩波現代文庫，2003 年，原
著執筆 1928 ～ 29，34 ～ 40 年）には，多くの引用が見られる．
86　ゾラの小説（伊藤桂子訳）『ボヌール・デ・ダム百貨店』（論創社，2002 年，原著 1883 年＝ルーゴン・
マッカール叢書第 11 巻）は，世界最初のデパートと言われるボン・マルシェ等に取材を行って書か
れたものであり，従来の商店街との経営の在り方の差異を明確に描いている．資本回転率についての
言及もある（94 ～ 95 頁）．なお，アール・ヌーヴォー，アール・デコについては柏木博『デザインの





物議を醸した（饗庭孝男編『パリ　　歴史の風景』240 ～ 253 頁，高木勇夫『＜からだ＞の文明誌』






修，長谷川琢哉・根無一行訳）『十九世紀フランス哲学』白水社文庫クセジュ，2014 年，原著 1998 年）
し，サン・シモン主義はむしろ資本主義の発展に寄与した面もあるが（前掲柴田三千雄『近代世界と
民衆運動』，155 ～ 159 頁），それでも社会主義と見なされうる要素があったことも事実である．パリ
でのサン・シモン主義の活動については，セバスティアン・シャルレティ（沢崎浩平・小杉隆芳訳）
『サン＝シモン主義の歴史　1825-1864』（法政大学出版局叢書ウニベルシタス，1986 年，原著 1896 年）
も参照．ピエール・ルルーの社会主義論（1834 年）については，歴史学研究会編『世界史史料 6　
ヨーロッパ近代社会の形成から帝国主義へ　18・19 世紀』，160 ～ 162 頁（工藤光一訳）を参照．ブ















　　』御茶の水書房，1995 年）．その後，レーニンも 1909 年から一時的にパリに亡命し，南端のモン
スーリ公園付近に住むが，彼はパリにはなじめなかった（クループスカヤ（内海周平訳）『レーニン
の思い出』下巻，青木文庫，1954 年，原著 1932 年，42 頁以下）．パリではそのほか，第二インター
ナショナルの形成も行われているし（1889 年 7 月 2 日のパリ大会決議の西川正雄による抄訳が，歴史




























著 1889 年）には，アラビヤ人アーメッドの勤めるモール風呂の光景が登場する（293 ～ 297 頁）．前
掲喜安朗『パリ　都市統治の近代』212 ～ 220 頁には，都市の治安対策と貧民のアルジェリア入植の
関連を扱った部分がある．歴史学研究会編『世界史史料 6　ヨーロッパ近代社会の形成から帝国主義
へ　18・19 世紀』，290 ～ 291 頁には，米西戦争のパリ講和条約（1898 年 12 月 10 日）が掲載されて
いる（深澤安博訳）．イギリスやドイツとの帝国主義的確執については，たとえばモーリス・ルブラ








だロンドン，イギリスが作ったパリ』（柏書房，2014 年，原著 2013 年）が多くの具体例を挙げており，
興味深い．見瀬悠「一八世紀フランスにおける外国人と帰化　　ブリテン諸島出身者の事例から　　」
（『史学雑誌』第 123 編第 1 号，2014 年 1 月，1 ～ 34 頁）も参照．
91　阿河雄二郎「共和国と「彫像狂」　　フランス第三共和政前半期における政治文化の一側面　　」（松
田武・阿河雄二郎編『近代世界システムの歴史的構図』渓水社，1993 年，34 ～ 59 頁）は共和国意識
受容の背景として彫像狂（statuomanie）現象を挙げている．なお，この時期に日本の視察団がパリ
に来ている（久米邦武編（田中彰校注）『特命全権大使米欧回覧実記』三（岩波文庫，1979 年），第 3
編第 41 ～ 50 巻，1872 年 12 月～ 1873 年 2 月の滞在記；栗本鋤雲「暁窓追録」（1869 年），井田進也
校注『幕末維新パリ見聞記』岩波文庫，2009 年，137 ～ 180 頁所収，1867 ～ 68 年の滞在記）．彼らは
比較的鋭くパリを観察しており，異文化理解に際しての先人たちの労苦が偲ばれる．その他，日本人
のパリ体験については，永井荷風の文学作品『ふらんす物語』（新潮文庫，1951 年，原著明治 41 ～





フェル塔の対比（188 ～ 190 頁）も興味深い．
93　1927 年の自身の飛行を扱った，チャールズ・A. リンドバーグ『翼よ，あれがパリの灯だ』（1953 年）
は有名である．私は佐藤亮一訳『現代世界ノンフィクション全集 22』（筑摩書房，1966 年），5 ～ 164
頁を参照した．なお，その 4 年前に，パリ留学中の北白川宮成久王がノルマンディーへのドライブ中















る（たとえば，吉川一義訳の第 6 巻『ゲルマントのほう II』岩波文庫，2013 年，原著 1921 年等）．











『失われた時を求めて』第 7 編「見出された時」（1927 年）にも第一次世界大戦が登場するが，こちら
では国際結婚をしている貴族の目を通して，フランス・ナショナリズムへの批判的な言辞も見られる．
私は井上究一郎訳『プルースト全集 10』（筑摩書房，1989 年）を参照した．反ユダヤ主義の作家セ
リーヌの小説（生田耕作訳）『夜の果てへの旅』（中公文庫，1978 年，2003 年改版，原著 1932 年）で
は，戦争神経症や愛国心の空虚さが描かれる．ロマン・ロラン（渡辺淳訳）『ピエールとリュース』






































102 剣持久木「両大戦間期の社会」（前掲杉本淑彦・竹中幸史編著『教養のフランス近現代史』173 ～ 189
頁）や『記憶の中のファシズム　　「火の十字団」とフランス現代史』（講談社選書メチエ，2008 年），
南裕三『ナチス・ドイツとフランス右翼　　パリの週刊紙『ジュ・スイ・パルトゥ』によるコラボラ
シオン』（彩流社，2015 年）を参照．当時から 20 世紀末に至るまでの「全体主義」概念の変遷につい
ては，エンツォ・トラヴェルソ（柱本元彦訳）『全体主義』（平凡社新書，2010 年，原著 2002 年）を
参照．皮肉にも 1980 年代のパリは「ヨーロッパの反動的知識人の首都」（ペリー・アンダーソン）に
なっていた（155 頁）．
103 サルトルの小説（海老坂武・澤田直訳）『自由への道』3 ～ 4 巻（第二部　猶予）（岩波文庫，2009 ～












田英也訳『エトワール広場 / 夜のロンド』（作品社，2016 年，原著 1968 ～ 69 年）や平岡篤頼訳『暗
いブティック通り』（白水社，2005 年，原著 1978 年）を読んだ．また彼の（白井成雄訳）『1941 年，
パリの尋ね人』（作品社，1998 年，2014 年再版，原著 1997 年）も参照．
105 ラリー・コリンズ＆ドミニク・ラピエール（志摩隆訳）『パリは燃えているか？』新版上・下巻（早
川書房ハヤカワ文庫，2016 年（1966 年版の文庫化），原著 1965 年）は著者自身の体験や多くの関係







で米兵は何をしたのか？』（明石書店，2015 年，原著 2013 年）で修正する必要がある．
106 西川長夫『パリ五月革命私論　転換点としての 68 年』（平凡社新書，2011 年），長谷川正安『パリか



















































が，楽観的すぎようか．その他，この問題については『現代思想 2015 年 3 月臨時増刊号　シャルリ・
エブド襲撃 / イスラム国人質事件の衝撃』（青土社，2015 年 2 月），『現代思想 2016 年 1 月臨時増刊号
パリ襲撃事件　　新しい＜戦争＞の行方』（青土社，2015 年 12 月），『ふらんす特別編集　シャルリ・
エブド事件を考える』（白水社，2015 年 3 月），『ふらんす特別編集　パリ同時テロ事件を考える』（白
水社，2015 年 12 月），第三書館編集部編『イスラム・ヘイトか風刺か　　Are you CHARLIE?』（第
三書館，2015 年 2 月）などが重要である．ただし最後のものは，シャルリー・エブド社による諷刺画
を集めたものであり，とりわけムハンマド関連のものの講義での扱いには，ムスリムへの配慮から注
意が必要である（私は出版には意義があると思うが，講義では使っていない）．













年，原著 1984，1986 年，1992 年）は，第 1 巻「対立」，第 2 巻「統合」，第 3 巻「模索」の 3 冊から
成る．巻末に明記されている通り，フランス語版の一部の論文を翻訳し，配列し直したものである．






頁），櫻井瑠衣「パリの墓地ペール・ラシェーズ」（155 ～ 169 頁）が掲載されている．
114 ダニエル・ミロ（天野知恵子訳）「街路の命名」（1986 年．ピエール・ノラ編（谷川稔監訳）『記憶の
場』第 3 巻，179 ～ 221 頁所収）．
115 サン＝ドニ街という名称について，サン＝聖人とド（貴族の称号）がけしからんという理由で，ニ街
と言わざるをえなくなったという小話が，1802 年に記録されている（同上論文 203 頁）．
116 同上論文 185 ～ 186 頁．パリが帝政期に大変貌を遂げた「帝政期の」都市であることも例外となる一
因である（216 頁）．
117 同上論文 213 頁．
